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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第40期
第２四半期
連結累計期間

第41期
第２四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 37,438 37,955 76,281

経常利益 (百万円) 3,696 2,641 7,228

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,937 1,454 4,325

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,411 1,456 4,797

純資産額 (百万円) 40,408 40,299 42,158

総資産額 (百万円) 60,230 60,518 61,938

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 95.96 73.61 214.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.1 66.6 68.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,569 3,482 7,783

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,468 △986 △3,110

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,259 △3,539 △1,925

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 11,505 12,366 13,411
 

 

回次
第40期
第２四半期
連結会計期間

第41期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 55.24 46.48
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等の決定・締結又は契約内容の変更等はありませ

ん。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢は改善傾向にありますが、アベノミクスによる金融緩

和により円安が進んでいるにもかかわらず輸出が思うように伸びていない中、人手不足が設備投資を抑制し、円安に

よる輸入品の値上がりを通じて国内企業収益をさらに圧迫させており、実体経済の状況を示す経済指標が軒並み悪化

を続けております。

 

　国外では、欧州綱渡りの恐怖による世界景気の減速懸念が広がる中、アメリカ経済のみが安定成長を続けておりま

すが、ウクライナ紛争にアメリカ民間軍事会社アカデミ（旧ブラックウォーター）が参加していると報じられ、マ

レーシア航空旅客機撃墜や香港における雨傘革命、イスラム国による中東情勢の不安定化など国連安全保障理事会常

任理事国の専制による地政学リスクが顕在化しており、先行き不透明な状況で推移しております。

 

　外食業界におきましては、度重なる企業の不祥事が続き、チャイナリスクの再燃や労務管理に対する社会の目が厳

格化しており、長時間労働を改善し有給休暇取得実践が急務となってきている中、広島県の大雨による土砂災害をは

じめとした異常気象、天候不順による野菜高騰、円安の影響等による物価上昇に加え豚肉価格は過去20年で最高水準

となり、人手不足による人件費高騰及び人員確保リスクが増大するなど厳しい経営状況が続いております。

 

　このような状況下当社グループは、「ＪＰＸ日経インデックス400」選定銘柄として、美味・衛生・安全・健康、全

従業員の物心両面幸福を追求し、従業員ひとり一人が自ら知識労働成長を確認にともなう、企業収益高効率化を目指

しております。「経営理念」をきちんと履行するために、役員のジョブローテーションを実施し、内部監査室を社長

直轄から社長の上位機関である取締役会直轄へと変更し、工場と店舗（直営・ＦＣ）支援体制の刷新を行うととも

に、ムダ・ムラと外食産業における悪しき習慣を徹底的に排除するためＲ＆Ｃ部（シンクタンク）を設置するなど組

織改編に取り組む一方、広島県大雨災害による被災地復興のため広島県へ50百万円の寄付をさせていただきました。

　そのような中、原材料価格や原油価格及び光熱費の高騰に加え、人材不足による人件費の高騰など様々なコストの

増加が続いており、現行価格ではお客様に付加価値の高い商品とサービスを提供することが難しいと判断し、2014年

10月１日より販売価格を値上げすることを決定いたしました。また2014年10月８日より餃子の皮及び麺（ラーメンの

麺、ちゃんぽんの麺、焼きそばの麺）に使用している小麦粉、餃子の具に使用している生姜を国内産へ切り替えるこ

とにより、餃子及び麺の主要食材は100％国内産とすることを決定いたしました。今後もお客様の「美味しい」とい

う、安心・安全・衛生・健康・心地良いスピーディーなおもてなしを追求進化し続け、1,000店舗目標達成に向け、東

日本地域への出店を軸に一歩一歩邁進してまいります。

　当連結会計年度の店舗展開の状況につきましては、関東、関西地区を中心に直営８店、ＦＣ６店の新規出店、直営

３店、ＦＣ３店の閉鎖を行っております。これにより第２四半期末店舗数は、直営466店、ＦＣ227店となりました。
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① 売上高

　連結売上高は、前年同四半期に比べて５億16百万円（1.4％）の増収で379億55百万円となりました。

② 営業利益

　新店効果による増収がありましたが、材料価格の高騰に加え、未払賃金の計上等経費の増加があり、前年同四半

期に比べて10億84百万円（30.2％）減少し、25億10百万円となりました。

③ 経常利益

 上記理由等により、前年同四半期に比べて10億54百万円（28.5％）減少し、26億41百万円となりました。

④ 四半期純利益

　上記理由等により、前年同四半期に比べて４億82百万円（24.9％）減少し、14億54百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ14億20百万円（2.3％）減少し、

605億18百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ９億14百万円（6.0％）減少し、142億９百万円となりました。主な要因は

現金及び預金の減少等であります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ５億５百万円（1.1％）減少し、463億９百万円となりました。主な要因は

減価償却に伴う有形固定資産の減少等であります。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ４億39百万円（2.2％）増加し、

202億18百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ６億70百万円（5.6％）増加し、126億43百万円となりました。主な要因は

賞与引当金の増加等であります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ２億31百万円（3.0％）減少し、75億75百万円となりました。主な要因は長

期借入金の減少等であります。なお、借入金の残高は97億39百万円となりました。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ18億59百万円（4.4％）減少し、

402億99百万円となりました。主な要因は四半期純利益14億54百万円の増加に対し、配当金の支払い12億11百万円に

よる減少に加え、自己株式の取得22億95百万円による減少等であります。以上の結果、自己資本比率は、前連結会

計年度末の68.1％から66.6％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ10億

44百万円減少し、123億66百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期より87百万円（2.4％）減少し、34億82百万円となりました。主な

要因は税金等調整前四半期純利益の減少であります。

　主な内訳は、税金等調整前四半期純利益24億62百万円に減価償却費16億１百万円等を加えた額から法人税等の支

払額14億91百万円等を減じた額であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期より４億81百万円（32.8％）減少し、９億86百万円となりまし

た。主な要因は有形固定資産の取得による支出の減少であります。

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出12億11百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期より22億80百万円（181.1％）増加し、35億39百万円となりまし

た。主な要因は自己株式の取得による支出であります。

　主な内訳は、自己株式の取得による支出22億95百万円及び配当金の支払額12億11百万円による支出であります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は次

のとおりであります。

（株式会社の支配に関する基本方針）

① 会社の支配に関する基本方針

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する大

規模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的には当

社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

しかしながら、近年わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣の賛同を得ずに、一方的に大規模

買付提案またはこれに類似する行為を強行する動きが顕在化しております。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさまざまな源

泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中

長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主共同の

利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事

業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

② 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

当社では、多数の投資家の皆様に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益を向上させるための取組みとして、種々の施策を実行しております。

これらの取組みは、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,286,230 23,286,230
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数　100株

計 23,286,230 23,286,230 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

― 23,286,230 ― 8,166 ― 9,026
 

 

(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１－23－１ 2,253 9.67

ジャパンフードビジネス株式会社 東京都渋谷区恵比寿南３－２－17 1,800 7.72

加　藤　欣　吾 京都市山科区 1,149 4.93

アリアケジャパン株式会社 東京都渋谷区恵比寿南３－２－17 1,000 4.29

加　藤　梅　子 京都市山科区 611 2.62

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND
(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO)
(常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210
U.S.A.
（東京都千代田区丸の内２－７－１）

605 2.59

加　藤　ひ　ろ　み 京都市左京区 602 2.58

公益財団法人 加藤朝雄国際奨学財団 京都市山科区西野山射庭ノ上町237 528 2.26

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１－８－11 372 1.59

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR:FIDELITY
SR INTRINS IC OPPORTUNITIES FUND
(常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210
U.S.A.
（東京都千代田区丸の内２－７－１）

335 1.43

計 － 9,258 39.75
 

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　372千株

２　当社は自己株式3,700千株（保有株式の割合15.88％）を保有しておりますが、上記の大株主から除いてお

ります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式
 3,700,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,578,700
195,787 ―

単元未満株式
普通株式  

7,530
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 23,286,230 ― ―

総株主の議決権 ― 195,787 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)      
株式会社
王将フードサービス

京都市山科区西野山射庭ノ
上町294番地の１

3,700,000 ― 3,700,000 15.88

計 ― 3,700,000 ― 3,700,000 15.88
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

専務取締役
フランチャイジー支援部担当

専務取締役
総務担当

鈴木　和久 平成26年８月１日

常務取締役
フランチャイジー支援部長

常務取締役
第１営業部長

野中　正道 平成26年８月１日

取締役　人事部長 取締役　ＦＣ管理部長 掃部　昌之 平成26年８月１日

取締役　第３営業部長 取締役　第４営業部長 杉田　文雄 平成26年８月１日

取締役　第１営業部長 取締役　第３営業部長 杉田　元樹 平成26年８月１日

取締役　総務部長 取締役　人事部長 是枝　秀紀 平成26年８月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,448 12,404

  売掛金 233 241

  商品及び製品 95 105

  原材料 257 266

  その他 1,100 1,206

  貸倒引当金 △12 △15

  流動資産合計 15,123 14,209

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 44,860 45,632

    減価償却累計額 △30,679 △31,677

    建物及び構築物（純額） 14,180 13,954

   機械装置及び運搬具 2,889 2,905

    減価償却累計額 △2,208 △2,277

    機械装置及び運搬具（純額） 681 628

   工具、器具及び備品 4,198 4,306

    減価償却累計額 △3,455 △3,600

    工具、器具及び備品（純額） 742 705

   土地 21,671 21,645

   建設仮勘定 446 189

   有形固定資産合計 37,723 37,123

  無形固定資産 48 41

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,142 2,200

   差入保証金 4,428 4,389

   その他 2,528 2,612

   貸倒引当金 △56 △59

   投資その他の資産合計 9,043 9,143

  固定資産合計 46,815 46,309

 資産合計 61,938 60,518
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,953 1,860

  1年内返済予定の長期借入金 4,050 4,176

  未払法人税等 1,573 1,243

  賞与引当金 623 878

  その他 3,772 4,483

  流動負債合計 11,973 12,643

 固定負債   

  長期借入金 5,721 5,562

  退職給付に係る負債 81 -

  資産除去債務 666 682

  その他 1,336 1,329

  固定負債合計 7,806 7,575

 負債合計 19,779 20,218

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,166 8,166

  資本剰余金 9,031 9,031

  利益剰余金 32,989 33,424

  自己株式 △5,016 △7,311

  株主資本合計 45,170 43,310

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 795 832

  土地再評価差額金 △3,987 △3,988

  為替換算調整勘定 8 6

  退職給付に係る調整累計額 171 138

  その他の包括利益累計額合計 △3,011 △3,010

 純資産合計 42,158 40,299

負債純資産合計 61,938 60,518
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 37,438 37,955

売上原価 11,180 11,590

売上総利益 26,257 26,364

販売費及び一般管理費 ※1  22,662 ※1  23,854

営業利益 3,595 2,510

営業外収益   

 受取利息 3 2

 受取配当金 22 27

 ＦＣ加盟料 53 63

 受取地代家賃 32 34

 役員生命保険解約返戻金 - 59

 雑収入 58 46

 営業外収益合計 171 234

営業外費用   

 支払利息 24 23

 賃貸費用 12 11

 災害義援金 10 50

 雑損失 23 17

 営業外費用合計 70 102

経常利益 3,696 2,641

特別利益   

 固定資産売却益 1 4

 特別利益合計 1 4

特別損失   

 固定資産除却損 88 83

 役員弔慰金 - 100

 特別損失合計 88 183

税金等調整前四半期純利益 3,608 2,462

法人税、住民税及び事業税 1,594 1,166

法人税等調整額 77 △158

法人税等合計 1,671 1,008

少数株主損益調整前四半期純利益 1,937 1,454

四半期純利益 1,937 1,454
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,937 1,454

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 467 37

 為替換算調整勘定 6 △2

 退職給付に係る調整額 - △32

 その他の包括利益合計 474 2

四半期包括利益 2,411 1,456

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,411 1,456

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 3,608 2,462

 減価償却費 1,610 1,601

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 5

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △54 -

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △92

 受取利息及び受取配当金 △26 △30

 支払利息 24 23

 固定資産売却損益（△は益） △1 △4

 固定資産除却損 88 83

 役員弔慰金 - 100

 たな卸資産の増減額（△は増加） △46 △19

 仕入債務の増減額（△は減少） △43 △92

 未払消費税等の増減額（△は減少） 6 499

 その他 148 529

 小計 5,310 5,066

 利息及び配当金の受取額 26 30

 利息の支払額 △24 △23

 役員弔慰金の支払額 - △100

 法人税等の支払額 △1,743 △1,491

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,569 3,482

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） △7 △0

 有形固定資産の取得による支出 △1,560 △1,211

 有形固定資産の売却による収入 10 47

 貸付けによる支出 △56 △4

 貸付金の回収による収入 189 40

 差入保証金の差入による支出 △77 △69

 その他 34 212

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,468 △986

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △210 -

 長期借入れによる収入 2,865 2,607

 長期借入金の返済による支出 △2,905 △2,640

 自己株式の取得による支出 - △2,295

 配当金の支払額 △1,009 △1,211

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,259 △3,539

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 845 △1,044

現金及び現金同等物の期首残高 10,660 13,411

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  11,505 ※1  12,366
 

EDINET提出書類

株式会社王将フードサービス(E03193)

四半期報告書

14/19



【注記事項】

（会計方針の変更等）

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が81百万円減少し、新たに退職給付に係る資

産が213百万円計上されるとともに、繰延税金資産が104百万円減少し、利益剰余金が190百万円増加しております。

なお、退職給付に係る資産は四半期連結貸借対照表上、「投資その他の資産」の「その他」に含めております。ま

た、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの債務に対して、次のとおり保証類似行為を行っております。

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

(株)DDTダイニング 24百万円 (株)DDTダイニング 21百万円

達也（有） 84 達也（有） 74

(株)ロングビーチ 33 (株)ロングビーチ 28

計 142 計 124
 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

給料手当及び賞与 4,405百万円 4,986百万円

雑給 5,532 5,731 

賞与引当金繰入額 624 861 

貸倒引当金繰入額 1 6 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金勘定 11,551百万円 12,404百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △45 △38

現金及び現金同等物 11,505 12,366
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,009 50.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 807 40.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,211 50.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 979 50.00 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成26年５月16日付で自己株式の取得を行いました。この結果、当第２四半期連結累計期間において自

己株式が2,295百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が7,311百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、中華事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 95.96円 73.61円

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 1,937 1,454

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,937 1,454

    普通株式の期中平均株式数(千株) 20,186 19,757
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第41期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年10月31日開催の臨時取締役会

において、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額 979百万円

②　１株当たりの金額 50.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月７日

株式会社王将フードサービス

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 
公認会計士　　小　　林　　洋　　之　　印

 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 
公認会計士　　中　　田　　信   之　　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社王将

フードサービスの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月

１日から平成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社王将フードサービス及び連結子会社の平成26年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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